
 
様式１号                                              

 

支給認定申請書兼入園（申込・現況届出）書 

 

令和 年 月 日 

保護者氏名 ㊞ 

 

川崎町教育委員会 教育長 殿 

 

かわさきこども園、富岡幼稚園等の施設利用に係る支給認定及び入園について次のとおり申請します。 

この申請により、支給認定に必要な市町村民税の情報（同一世帯者を含む）及び世帯情報を閲覧し、その情

報に基づき決定した利用者負担額について、こども園及び幼稚園等に対して提示することを同意します。 

また、認定審査結果について令和２年１月以降に通知されることを了承します。 

◎記入の際は、裏面の【記入上の注意】を参照してください 

申請に係る小学校 

就学前の子ども 

（フリガナ） 

氏   名 
生年月日 性 別 

障害者手帳、 

療育手帳の有無 

 
 
 
 年  月  日 

男・女 無 ・ 有 
 

個人番号              

保護者の 

住所・連絡先 

現住所：〒９８９－ 
川崎町 

 

 

電話番号 ：       （       ） 

携帯電話 ：       （       ）          携帯電話の持ち主 ： 

平成３１年１月１日の保護者の居住地(※１) 川崎町内  ・  川崎町外 

保育の希望の有無に
○を付けてください 

有 
保護者の労働又は疾病等の理由により、こども園中時間、長時間を 

希望する場合     →下記の①～③に必要事項を記入してください 

無 
こども園短時間又は幼稚園の利用を希望する場合 

→下記の①及び③に必要事項を記入してください 

集団生活の際に、お子さんの体について気になることはありますか 無 ・ 有 

(※１) 「平成３１年１月１日の保護者の居住地」が川崎町外で、中時間又は長時間を希望する方は、

住所を有していた市区町村から平成３１年度（令和元年度）課税証明書を取り寄せ、添付して

ください。９月１日以降に入園を希望する場合は、７月以降に令和２年度課税証明書を取り寄

せて提出してください。 

① 利用を希望する期間、希望する施設名  

利用を希望する期間 令和    年    月   日 から 令和    年    月   日 

※裏面【記入上の注意】４を参照してから記入してください。 

利用を希望する施設名 
希望する施設に 

順位を付けてください 
希望理由 

かわさきこども園 第１希望 ・ 第２希望  

富 岡 幼 稚 園 第１希望 ・ 第２希望  

その他(※２)（名称：         ） 第１希望 ・ 第２希望  

(※２)川崎町外の施設等の利用を希望される方は、名称及び希望理由を記入してください。 

② 保育の利用を必要とする理由等 
保護者の労働又は疾病等の理由により、こども園中時間、長時間を希望する場合に記入してください。 

(※３)子どもの父、母又は子どもの保護者となる人（事実婚等を含む）についての状況を記入してください。 
(※４)育児休業取得中について、原則幼児棟のお子さまは短時間に変更、乳児棟のお子さまは退園となります。 

保育の利用を 
必要とする理由 

(※３) 

続柄 必要とする理由 
具体的な状況 

（勤務先、疾病の状況等） 

 

□就労  □妊娠・出産 □疾病・障害 
□介護等 □災害復旧 □求職活動 □就学 
□育児休暇取得中で保育利用中の子ども(※４) 
□虐待やDVのおそれ □その他 

 

 

□就労  □妊娠・出産 □疾病・障害 
□介護等 □災害復旧 □求職活動 □就学 
□育児休暇取得中で保育利用中の子ども(※４) 
□虐待やDVのおそれ □その他 

 

家庭の状況 □ ひとり親家庭   ・   □ 左記以外 

育児休業取得者のみ 育休（見込み）期間 ： 令和    年    月    日まで 

希望する利用時間 
利用する曜日に○を付けてください 利用する時間帯を記入してください 

月 ・ 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金 ・ 土 午前  ：  から午後  ：  まで 

 

③ 世帯の状況（申請する子ども以外の同居世帯員） 

【 記入はここまで 】 

＊町記入欄 

受付年月日 令和    年   月   日   

認定の可否 認定者番号 認定区分等 

可  ・  否 

令和   年   月   日認定 

（否とする理由）  
□１号 
□２号 （□中 □長Ⅰ □長Ⅱ） 

支給（入所）の可否 認定者番号 認定区分等 

可  ・  否 

令和   年   月   日認定 

（否とする理由）  
□１号 
□２号 （□中 □長Ⅰ □長Ⅱ） 

入所施設名  備  考  

区
分 

（フリガナ） 
氏   名 

子ども

との 

続柄 

生年月日 性別 
職  業 
学校名等 
障害有無 

個人番号 

子
ど
も
の
世
帯
員 

 
 

 

 年  月  日 
男・女              

 

 
 

 

 年  月  日 
男・女              

 

 
 

 

 年  月  日 
男・女  

※個人番号については、 
こども・父親・母親は 
必ず記入して下さい。 

 

 
 

 

 年  月  日 
男・女  

 

 
 

 

 年  月  日 
男・女  

 

 
 

 

 年  月  日 
男・女  

 

 
 

 

 年  月  日 
男・女  

 

 
 

 

 年  月  日 
男・女  

 

生活保護の適用の有無 適用無し ・ 適用有り （保護開始：     年   月   日） 

こども園 ３～５歳児 

《短中長Ⅰ長Ⅱ》 

富岡幼稚園 《短》 



（裏面） 

【記入上の注意】 

 

この支給認定申請書兼入園申込書は、保護者が次の点に注意し記入のうえ、教育委員会 幼児教育課

（かわさきこども園内にあります）に提出してください。 

なお、その家庭から２人以上の子どもが同時に入園を申し込む場合は、各々１枚の用紙を用い、かつ、

添付書類も子どもの人数分ご用意ください。 

 

１ 「申請に係る小学校就学前子ども」の欄は、「氏名」にフリガナを付し、「性別」「手帳の有無」の

欄は該当するものを○で囲み、「個人番号」（マイナンバー・子ども・父親・母親）の欄は市町村から

個人ごとに平成 27年 10月から通知があった 12桁のコードを記入してください。 

２ 「保育の希望の有無」の欄には、こども園中時間・長時間Ⅰ・長時間Ⅱのいずれかを希望する場合

には「有」を、こども園短時間又は幼稚園を希望する場合には「無」を○で囲んでください。 

  なお、「有」を選択できるのは、下記の表「保育を必要とする理由及び必要書類について」に掲げら

れる場合に限ります。 

３ 「保育の希望の有無」の欄について、「有」の場合は①〜③すべて、「無」の場合は①及び③を記入

してください。 

４ ①「利用を希望する期間」の欄は、令和２年４月１日（又は希望する月日）から小学校就学前の３

月 31日までの間で、入園を希望する期間を記入してください。なお、かわさきこども園については、

生後 10ヵ月から入園可能となります。 

５ ①「利用を希望する施設」の欄は、第１希望又は第２希望のどちらかを○で囲んでください。施設

名が載っていない場合は、その他の欄に施設の名称を記入してください。 

６ ①「希望理由」の欄は、その施設等を選んだ理由を記入してください。 

（記入例） 自宅から近い、保育が必要、園風が合っている など 

７ ②「保育の利用を必要とする理由」の欄は、子どもの父、母又は子どもの保護者となる人(事実婚を

含む)について、子どもとの続柄を記入し、必要とする理由全てにチェックを入れ、その状況について

詳しく記入してください。 

８ ③「世帯の状況」の欄は、申請に係る子どもの両親（別居の場合は備考欄に別居と記入してくださ

い）及び同居している兄弟姉妹、親族等の全員について記入するとともに、個人番号（マイナンバー：

12桁）についても全員のコードを記入してください。なお、利用料の決定のために書類が必要な世帯

は併せて添付してください。例）平成３１年 1月 1日に町外の場合：課税証明書 

９ 就労証明書は原則、父及び母又は子どもの保護者となる人（事実婚を含む）について提出してくだ

さい。就労以外の理由で入園を希望する場合は右記の一覧表を参考に必要書類を提出してください。 

10 在宅障害者（児）と同居している方へ 

在宅障害者のいる世帯は、③「世帯の状況」の「障害有無」欄に「交付されている手帳・等級を記入」

しその手帳の写しを添付してください。利用料が一部免除（利用料等徴収基準額表の『ひとり親世帯・

在宅障害者（児）のいる世帯等』の欄を参照）になる場合があります。 

「在宅障害者のいる世帯」とは、次に掲げる対象者を有する世帯をいう。 

 

（イ）身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条に定める身体障害者手帳の交付を

受けた者 

（ロ）療育手帳制度要綱（昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号）に定める療育手帳の交付を

受けた者 

（ハ）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和２５年法律第１２３号）第４５条に定める

精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者 

（二）特別児童扶養手当等の支給に関する法律（昭和３９年法律第１３４号）に定める特別児童扶養

手当の支給対象児、国民年金法（昭和３４年法律第１４１号）に定める国民年金の障害基礎年

金等の受給者 

 

「保育を必要とする理由及び必要書類について」 

中時間・長時間Ⅰ又は長時間Ⅱを利用できる児童は、両親又はその他の子どもの保護者となる者が

次のいずれかの事情にある場合です。 

N0 保育を必要とする事由 必要書類（例） 

① 

 

就労（フルタイム、パートタイム、夜間、自営業など

の居宅内労働など、基本的にすべての就労を含む） 

就労時間が月６４時間以上従事していること。 

○就労証明書 

○雇用証明書 

② 妊娠、出産 ○母子健康手帳 

○診断書 

③ 保護者の疾病、障害 

 

○診断書 

○身体障害者手帳 

○精神障害者保健福祉手帳 

○療育手帳 

④ 同居又は長期入院等している親族の介護・看護 

 

○被介護者、看護者の診断書等 

○介護、看護の状況等が分かる書類 

⑤ 災害復旧 ○申立書 

○り災証明書等 

⑥ 求職活動（起業準備を含む） 

※入園から３か月間を基本とし、就職先が決まらずに期

間を延長する場合は、求職活動の状況を報告していただ

きます。 

○求職活動申立書 

○求職カード 

○雇用保険受給者資格証 

⑦ 就学（職業訓練校等における職業訓練を含む） 

 

○在学証明書 

○学生証 

○時間割等スケジュールが分かるもの 

⑧ 虐待やＤＶのおそれがあること 

 

○配偶者からの暴力被害者の保護に関

する証明書等 

⑨ 育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもが

いて継続利用が必要 

※原則、幼児棟は短時間に変更、乳児棟は退園となりま

す。ただし、家庭の事情により中時間、長時間の利用が

認められる場合があります。 

○育児休業取得期間証明書 

○育児休業証明書 

○育児休業給付金支給決定通知書 

⑩ その他、上記に類する状態として教育委員会が認める

場合 

○教育委員会が必要と認める書類 

（各事由ごと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合わせ先】 

川崎町教育委員会幼児教育課 

電話：８４－５２４７ 

 

※０歳児の申込については生後８カ月以降、 

随時受付となります。 
 

例 1） 平成３１年４月２日生まれの場合 

申込可能月日→令和元年１２月２日以降 

      入園可能月日→令和２年 ４月１日以降     
 

例 2） 令和元年７月１５日生まれの場合 

申込可能月日→令和２年３月１５日以降 

   入園可能月日→令和２年５月１５日以降  

 


